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流域の概要

佐波川流域

日本海

瀬戸内海

■ 河道特性は、下流部は防府市街地を流下し、氾濫区域は拡散型の形状を示す。上流部は、背後に山地が迫り、貯留型の形状を示す。
■ 下流域の関連市の製造品出荷額が山口県に占める割合は約38％で、周南工業地帯の一翼を担っている。
■ 流域内の約93%が山地等、約6%が農地であり、豊かな自然が存在する。滑山国有林は大原湖の左岸一帯の面積約35km2に及ぶ、中国地方

有数の森林である。
■下流域は瀬戸内海型気候、上流域は日本海型気候に属しており、年平均降水量は、全国平均並である。

佐波川流域図

・流域面積 ：460km2

・幹線流路延長：56km
・流域内人口 ：約3.1万人
・流域内市町村：防府市、

山口市、
周南市
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• 流域の⼟地利⽤は、⼭地等が93%、農地が6%、宅
地等市街地が1%

• 市街地は、下流の防府市内に集中
• 河床勾配は上流で1/300程度で急勾配
• 取⽔堰が15基存在し、河積阻害要因となっている。

佐波川ダム

国管理区間

• 下流域は瀬⼾内海型気候、上流域は⽇本海
型気候に属している

• 流域内の年平均降⽔量は、全国平均程度

降雨特性

防府市街地を流れる

新橋
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山口市内を流れる
（島地川合流点）

島地川
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・下流部は、防府駅や防府市役
所等の主要施設が立ち並ぶ低
平地が広がる

・氾濫区域は、拡散型の形状を
示し、左岸側の浸水範囲は流
域外の防府市街地に及ぶ

・上流部は、背後に山地が
迫り、沿川の平野部で
農地や家屋が点在する

・氾濫区域は、貯留型の形
状を示す

下流部

上流部

島根県

マツダ防府工場

航空自衛隊防府北基地

防府市役所

貯留型の氾濫形態

拡散型の氾濫形態

大原湖

滑山国有林

製造品出荷額
（H28工業統計より）

約38％が流域関連市製品出荷額

約93%が山地等、約6%が農地
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年平均降水量（mm）

年平均降水量は
全国平均並

野谷

和田
防府

全国平均1,670mm

（過去10年(H21～30)の年平均降水量データの平均を使用）

防府市18%
約9,981億円

周南市20%
約11,006億円

⼭⼝県のその他
市町村62%
約35,203億円



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism Chugoku Regional Development Bureau

佐波川における主な既往洪水

佐波川流域治水協議会

令和2年9月

資料－２



佐波川における主な既往洪水
過去の主な洪水 主な洪水被害

昭和47年7月洪水昭和26年7月洪水

○古くより水害が頻発し、近年も水害が発生している。
○中・下流に人口資産が集中しているため治水対策はきわめて重要である。

T7.7洪水 (台風)
佐波郡、防府市南部が浸水

推定流量：3,500m3/s
家屋浸水：3,451戸、冠水面積：不明

S35.7洪水 (梅雨前線)
推定流量：1,807m3/s
家屋浸水：66戸、冠水面積：61ha

S47.7洪水 (梅雨前線)
推定流量：1,905m3/s
家屋浸水：73戸、冠水面積：61ha

S26.7洪水 (梅雨前線)
戦後最大の出水、堤防決壊17箇所

推定流量：2,438m3/s
家屋浸水：4,023戸、冠水面積：2,758ha

S16洪水
推定流量：2,404m3/s
家屋浸水：不明

S17洪水
推定流量：1,744m3/s
家屋浸水：4,837戸

徳地町堀・堀小学校付近

徳地町堀・堀島地川鉄橋付近

徳地町麻生・麻生頭首工

防府市和字付近

H21.7中国・九州北部豪雨(梅雨前線)
新橋地点流量：1,900m3/s
家屋浸水：113戸、冠水面積：144ha

平成21年7月洪水（土砂災害）

：平成21年７月土石流発生箇所

（戦後最大の洪水） （戦後第２位の洪水）

（戦後最大の土砂災害）
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H30.7豪雨による洪水の状況
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■ 佐波川流域では停滞した低気圧により総雨量250mm程度を記録し、時間雨量は最大で、7月6日6:00の34mm（堀観測地点）である。
■ 佐波川の基準観測所である漆尾地点では7月6日17時ごろ水位がピークに到達し、避難判断水位を6時間(7月6日14:00～20:00)超過した。

累積雨量分布（7月5日1時～8日0時）

雨量分布(平成30年7月6日15時)

佐波川基準観測所
観測
所名

水防団待機
水位

氾濫
注意水位

避難判断
水位

氾濫
危険水位

計画高
水位

(m) (m) (m) (m) (m) 月日時 水位(m) 年月日 水位(m)

新橋 2.70 3.40 4.20 4 .60 5.50 7/6 18時 3.10 H21.7.21 3.56

漆尾 2.30 3.40 3.60 4 .00 5.50 7/6 17時 3.64 H21.7.21 4.50

堀 2.00 3.00 3.90 4 .30 5.60 7/6 16時 2.97 H21.7.21 3.67

最高水位 H21年7月洪水

雨量

山口県東部で特に激しく降った

佐波川流域

佐波川流域

水位

時間・累積雨量グラフ（ 7月5日1時～8日0時）

天気図(平成30年7月6日15時)
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上右田堰の出水状況
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新橋 7月6日16時撮影

漆尾地点の水位変化

[漆尾水位観測所]
水位(m)

計画洪水位5.5m

氾濫危険水位4.0m

避難判断水位3.6m

氾濫注意水位3.4m

水防団待機水位2.3m

最高水位3.71m

新橋地点6k4 断面

雨量(mm)
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【位置図】

佐波川水系

山口県

島根県

広島県

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

佐波川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（令和2年9月17日時点）】
～幸せますのまちの母なる川と共存を目指した流域治水対策の推進～

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、佐波川水系においても流域全体で事前
防災対策を進めることとし、以下の取り組みを実施していく。国管理区間の下流区間においては、堤防が決壊し、流域で甚大な被害が発生
した戦後最大の昭和26年7月洪水と同規模の洪水を安全に流下させ、流域における浸水被害の軽減を図る。

支川処理

支川処理

河道掘削 堤防整備

支川処理

支川処理

河道掘削

浸透対策

睦美橋架替

河道掘削

支川処理
堤防整備

堤防整備

支川処理

堤防整備

支川処理

支川処理

河道掘削

支川処理
堤防整備

浸透対策

河道掘削

堤防整備

固定堰の改築

堤防整備
支川処理

堤防整備
支川処理

堤防整備

堤防整備
排水路整備

河道掘削

■ソフト対策
・土のう等の備蓄資材の配備
・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域を
掲載したハザードマップの配布及び住民説明会の実施

・タイムラインに基づく情報伝達訓練の実施 等

※今後関係機関と連携し、対応検討

■流域における対策
・下水道等の排水施設の整備
・雨水流出抑制施設設置補助制度の利用促進
・既存ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、山口県） 等
※今後関係機関と連携し、対応検討

防潮堤
橋梁架替

【山口県】

【山口県】

【山口県】

【防府市】

■河川における対策
対策内容 河道掘削、堤防整備、支川処理

橋梁架替 固定堰の改築、防潮堤 等

凡例

浸水想定範囲（昭和26年7月洪水と同規模想定）

大臣管理区間

防府市公共下水道事業計画区域(雨水)

佐波川ダム【山口県】

島地川ダム



河川における対策

■河川整備計画に基づく事業促進

国・県それぞれの管理区間において河川整備計画に基づき事業を実施。
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流域における対策

■下水道等の排水施設の整備

3

防府市公共下水道事業計画に基づき排水路の整備を促進

改修前 改修イメージ

整備箇所



流域における対策

■雨水流出抑制施設設置補助制度の利用促進

浸水被害の軽減を図ることを目的に雨水の流出を抑制する対策の利用促進を実施。

山口市webサイト抜粋 4



流域における対策

■既存ダムにおける事前放流等の実施、体制構築

【現在の状況】

・全国の稼働中のダム1,460箇所

・有効貯水容量は約180億m3
・洪水調節のための貯水容量は約３割（約54億m3）

・利水容量の洪水調節への活用が今後の課題

【現状と課題】

１級 947 15,097 10,602 4,495

２級 513 2,967 2,068 899

合計 1,460 18,064 12,670 5,394

《 》：有効貯⽔容量に占める割合

洪⽔調節
容量

（百万m3）
⽔系 ダム数

有効貯⽔
容量

（百万m3）

利⽔容量
（百万m3）

《0.3》

（１）治水協定の締結

管内12の一級水系を対象に、水系毎に事

前放流の実施方針等を定めた治水協定を5
月29日に締結。

（２）河川管理者とダム管理者との間の情報

網の整備

各ダムのリアルタイムデータを国土交通省

（地方整備局等）に集約し、適宜関係者間で

共有。

（３）工程表の作成

ソフト対策及びハード対策（放流施設の増

強等）を有効に組み合わせた工程表を、水

系毎に作成済み。

洪水吐ゲート

発電所
堆砂容量

利水容量

②利水ダムの事前の放流

放流設備の
位置や能力
の制約

洪水吐ゲートの有無や
能力・構造の制約 事前の放流による洪水調

節に使用できる容量の制約

利水ダムの事前放流

江
の
川

芦
田
川

太
田
川佐

波
川

高
梁
川

旭
川

吉
井
川

小
瀬
川

斐伊川 日
野
川

千
代
川

天
神
川

高
津
川

鳥取県

島根県
岡山県

広島県

山口県

国管理ダム（11ダム）
県管理ダム（26ダム）
利⽔ダム（65ダム）

凡例

中国地⽅ 計102ダム

①多目的ダムの事前の放流

堆砂容量

常用洪水吐

非常用洪水吐ゲート

洪水調節容量

▽ 平常時最⾼貯⽔位

利水容量

放流設備の改良を効果が高いものから順次実施

放流設備の
位置や能力
の制約

多目的ダムの事前放流

事前放流により
容量を確保

※高津川水系は既存ダムがないため、対象外

緊急時において利⽔ダムを含む既存ダムの有効貯⽔容量を洪⽔調節に最⼤限活⽤できるよう「既存ダムの洪⽔調節
機能の強化に向けた基本⽅針（令和元年12⽉）
中国地⽅の⼀級⽔系では全ての既存ダム（102ダム）を対象に治⽔協定を令和2年5⽉29⽇までに締結
令和2年の出⽔期から新たな運⽤を開始。
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ソフト対策

■土のう等備蓄資材の配備

土のう設置（試行）土のう配備状況

土のう等の水防備蓄資材を配備し、浸水に備える対策を実施。

土のう配備状況

6

土のう配備状況

【山口市】 【周南市】

【防府市】



ソフト対策

7

■想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域を掲載したハザードマップの配布及び
■住民説明会の実施

浸水想定区域図に基づきハザードマップを作成。適宜住民説明会を実施。

防府市ハザードマップ

山口市ハザードマップ

周南市ハザードマップ

住民説明会の状況



■タイムラインに基づく情報伝達訓練の実施

水防技術の向上・継承に努めるとともに、平成30年7月豪雨の教訓を踏まえ、関係機関及び地域住民の参加の
もと、行政・住民・企業等の各主体が水害リスクに関する知識と心構えを共有し、水害による被害の軽減を図
ることを目的として、水防工法訓練・情報伝達訓練・救出救護訓練等を中心とした実践的な訓練を実施。

この訓練においては、すでに作成している「避難に着目したタイムライン」に沿って行い、今年度作成した
「社会全体で減災に取り組むことを目的としたタイムライン」の要素も一部取り入れ実施している。

ソフト対策

8
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【位置図】

佐波川水系

山口県

島根県

広島県

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

佐波川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ】
～幸せますのまちの母なる川と共存を目指した流域治水対策の推進～

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、佐波川水系においても流域全体で事前
防災対策を進めることとし、以下の取り組みを実施していく。国管理区間の下流区間においては、堤防が決壊し、流域で甚大な被害が発生
した戦後最大の昭和26年7月洪水と同規模の洪水を安全に流下させ、流域における浸水被害の軽減を図る。

支川処理

支川処理

河道掘削 堤防整備

支川処理

支川処理

河道掘削

浸透対策

睦美橋架替

河道掘削

支川処理
堤防整備

堤防整備

支川処理

堤防整備

支川処理

支川処理

河道掘削

支川処理
堤防整備

浸透対策

河道掘削

堤防整備

固定堰の改築

堤防整備
支川処理

堤防整備
支川処理

堤防整備

堤防整備
排水路整備

河道掘削

■ソフト対策
・土のう等の備蓄資材の配備
・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域を
掲載したハザードマップの配布及び住民説明会の実施

・タイムラインに基づく情報伝達訓練の実施 等

※今後関係機関と連携し、対応検討

■流域における対策
・下水道等の排水施設の整備
・雨水流出抑制施設設置補助制度の利用促進
・既存ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、山口県） 等
※今後関係機関と連携し、対応検討

防潮堤
橋梁架替

【山口県】

【山口県】

【山口県】

【防府市】

■河川における対策
対策内容 河道掘削、堤防整備、支川処理

橋梁架替 固定堰の改築、防潮堤 等

凡例

浸水想定範囲（昭和26年7月洪水と同規模想定）

大臣管理区間

防府市公共下水道事業計画区域(雨水)

佐波川ダム【山口県】

島地川ダム



河川における対策

■河川整備計画に基づく事業促進

国・県それぞれの管理区間において河川整備計画に基づき事業を実施。
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流域における対策

■下水道等の排水施設の整備

3

防府市公共下水道事業計画に基づき排水路の整備を促進

改修前 改修イメージ

整備箇所



流域における対策

■雨水流出抑制施設設置補助制度の利用促進

浸水被害の軽減を図ることを目的に雨水の流出を抑制する対策の利用促進を実施。

山口市webサイト抜粋 4



流域における対策

■既存ダムにおける事前放流等の実施、体制構築

【現在の状況】

・全国の稼働中のダム1,460箇所

・有効貯水容量は約180億m3
・洪水調節のための貯水容量は約３割（約54億m3）

・利水容量の洪水調節への活用が今後の課題

【現状と課題】

１級 947 15,097 10,602 4,495

２級 513 2,967 2,068 899

合計 1,460 18,064 12,670 5,394

《 》：有効貯⽔容量に占める割合

洪⽔調節
容量

（百万m3）
⽔系 ダム数

有効貯⽔
容量

（百万m3）

利⽔容量
（百万m3）

《0.3》

（１）治水協定の締結

管内12の一級水系を対象に、水系毎に事

前放流の実施方針等を定めた治水協定を5
月29日に締結。

（２）河川管理者とダム管理者との間の情報

網の整備

各ダムのリアルタイムデータを国土交通省

（地方整備局等）に集約し、適宜関係者間で

共有。

（３）工程表の作成

ソフト対策及びハード対策（放流施設の増

強等）を有効に組み合わせた工程表を、水

系毎に作成済み。

洪水吐ゲート

発電所
堆砂容量

利水容量

②利水ダムの事前の放流

放流設備の
位置や能力
の制約

洪水吐ゲートの有無や
能力・構造の制約 事前の放流による洪水調

節に使用できる容量の制約

利水ダムの事前放流

江
の
川

芦
田
川

太
田
川佐

波
川

高
梁
川

旭
川

吉
井
川

小
瀬
川

斐伊川 日
野
川

千
代
川

天
神
川

高
津
川

鳥取県

島根県
岡山県

広島県

山口県

国管理ダム（11ダム）
県管理ダム（26ダム）
利⽔ダム（65ダム）

凡例

中国地⽅ 計102ダム

①多目的ダムの事前の放流

堆砂容量

常用洪水吐

非常用洪水吐ゲート

洪水調節容量

▽ 平常時最⾼貯⽔位

利水容量

放流設備の改良を効果が高いものから順次実施

放流設備の
位置や能力
の制約

多目的ダムの事前放流

事前放流により
容量を確保

※高津川水系は既存ダムがないため、対象外

緊急時において利⽔ダムを含む既存ダムの有効貯⽔容量を洪⽔調節に最⼤限活⽤できるよう「既存ダムの洪⽔調節
機能の強化に向けた基本⽅針（令和元年12⽉）
中国地⽅の⼀級⽔系では全ての既存ダム（102ダム）を対象に治⽔協定を令和2年5⽉29⽇までに締結
令和2年の出⽔期から新たな運⽤を開始。
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ソフト対策

■土のう等備蓄資材の配備

土のう設置（試行）土のう配備状況

土のう等の水防備蓄資材を配備し、浸水に備える対策を実施。

土のう配備状況

6

土のう配備状況

【山口市】 【周南市】

【防府市】



ソフト対策

7

■想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域を掲載したハザードマップの配布及び
■住民説明会の実施

浸水想定区域図に基づきハザードマップを作成。適宜住民説明会を実施。

防府市ハザードマップ

山口市ハザードマップ

周南市ハザードマップ

住民説明会の状況



■タイムラインに基づく情報伝達訓練の実施

水防技術の向上・継承に努めるとともに、平成30年7月豪雨の教訓を踏まえ、関係機関及び地域住民の参加の
もと、行政・住民・企業等の各主体が水害リスクに関する知識と心構えを共有し、水害による被害の軽減を図
ることを目的として、水防工法訓練・情報伝達訓練・救出救護訓練等を中心とした実践的な訓練を実施。

この訓練においては、すでに作成している「避難に着目したタイムライン」に沿って行い、今年度作成した
「社会全体で減災に取り組むことを目的としたタイムライン」の要素も一部取り入れ実施している。

ソフト対策
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism Chugoku Regional Development Bureau

今後のスケジュール

佐波川流域治水協議会

令和2年9月

資料－５



今後のスケジュール

1

令和2年8月27日 協議会設立

第1回協議会

第２回協議会

第３回協議会

令和2年9月

令和2年10月（予定）

令和3年1～3月

協議会設立（書面確認・承認）

各機関の取組共有
プロジェクト（中間とりまとめ）の承認

各機関の施策抽出

各機関の情報共有・意見交換

フォローアップ

各機関の取組共有
Ｒ２プロジェクトの承認

公表

公表

各機関の施策検討・抽出


